
令和６年度 学校自己評価システムシート  学校評価委員会作成

目 指 す 学 校 像 
建学の精神「自立した個人の育成」を踏まえ、「質実・英知・愛敬」の校訓を具現化

するとともに、新しい価値を創造する人材を育成する。 
※学校関係者・第三者評価実施日とは、

最終回の学校関係者・第三者評価委員会 

を開催し、学校自己評価を踏まえて評価 

を受けた日とする。 

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上) 

重 点 目 標 

１ どのような力を生徒に育成するのかを明確にし、教育活動を見直し改善していく。 

２ 生徒の学習意欲や進路意識を高め、進路実現を図る。 

３ 安心で安全な教育環境を整え、規律ある学校づくりを推進する。 

４ 保護者(後援会)・同窓会・地域との連携を密にして、開かれた学校づくりを推進する。 

Ｂ 概ね達成(６割以上) 

出席者 学校関係者   ４ 名 

事務局(教職員) ５ 名 
Ｃ 変化の兆し(４割以上) 

Ｄ 不十分(４割未満) 

※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。

※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

学 校 自 己 評 価 学校関係者・第三者評価 

令和６年度目標 令和６年度評価（令和７年３月３１日 現在） 実施日 令和７年３月２２日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者・第三者からの意見・要望・評価等 

１ 

 ３コース制が、完成年度を迎える。

生徒の資質・能力や進路希望などが異

なるため、コース毎に設置したコース

会議を軸に学力の向上を図っていくこ

とが課題である。 

「総合的な探究の時間」の中心に位置

づけている研修旅行を、希望により海

外と国内で実施する。その成果を踏ま

えて論文作成に繋げていく取組が課題

である。 

①コース毎に実施する独自

の取組

②グローバル人材の育成に

ついて、継続及び新規事業

の取組

③「総合的な探究の時間」

の取組

①各コースの特性を踏まえたガイダンスや課題研究学習を

実施し、生徒一人一人が適切な将来設計ができるような教

育支援を行う。

②イングリッシュキャンプ後に実施する希望制の活動計画

（ＧＬコース）を作成し、実施する。サマーキャンプを効

果的に実施する。インターナショナルプログラムのうち、

海外大学進学説明(１、２年)及び夏の英語プログラム(２

年)の具体的な運営と評価を行う。

③１年次からの取組が、２年次でのテーマ別研修及び現地

調査に役立っているかを検証する。

①生徒一人一人が将来を具体的に考

え、計画を立てることができている

か。

②実施した事業について、生徒・保護

者の満足度調査を実施し、その結果を

次年度以降の改善に繋げることができ

たか。

③各個人が決めた研究テーマに沿い、

論文を完成させられたか。

①ＳＡクラスでは、東京大等の研究室訪

問、住友商事等を講師とした課題研究学習

を実施した。いずれも満足度が高くキャリ

アデザインに有効であった。

②ｻﾏｰｷｬﾝﾌﾟには 30 名が参加、無事に実施で

きた。海外大学へは現在２名の生徒が進学

する見込みである。夏の英語ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑでは英

語への学習意識が高まった。いずれも満足

度は高い。

③海外等の研修旅行後にﾎﾟｽﾀｰによる成果発

表を行った。生徒が主体的な活動の基礎を

築き、現在、論文執筆に取り組んでいる。

Ａ 

〇新コースが完成したので

総括を行い、改善を検討す

る。 

〇英語関係のプログラムは

生徒の満足度が非常に高

い。グローバル人材の育成

を目指し継続していく。 

〇総合探究の開始から３年

が経過したので、内容・実

施時期など全体的に改善を

図る。 

〇各コースの進路指導、ゼミなどを情報

発信すると良い。 

〇今学校でやっていることをしっかり保

護者に発信することが大切である。 

〇サマーキャンプ等は費用が掛かるが、

よいものなので続けてもらいたい。 

〇各コースの特性を踏まえた教育活動が

充実しており、生徒の主体性を引き出す

取り組みが効果的に実施されている。 

〇今後コース横断的な学びの機会をさら

に増やすことで、多角的な視点や協働力

の育成が期待される。 

２ 

 学習意欲を向上させ、自主自立の精

神を養うための指導を継続して行って

いく。引き続き、自学自習の習慣化の

定着を図っていくことが課題である。 

 進路指導関係では、将来の職業を見

据えた大学選びや学部選びが主体的に

行えるように進路指導を行っている。

そのために、１年次からはじまる進路

計画で一人一人の進路実現を図るた

め、３年間の段階的なプログラムを実

施していくことが課題である。 

①学習習慣の確立と平日の

学習時間の増加

②自学自習を促すための環

境づくり

③主体的・自主的な進路選

択力の育成

④教員の資質向上への取組

①担任がクラッシーを有効活用し、日々の学習記録の確認

を積極的に行い、学習時間を増加させる。

②特別自習室と図書館の自習スペースの利用時間の延長を

実現する。それに合わせて、安全対策についての方策を

検討する。

③本校が発行している「進路情報の手引きとデータ編」を

計画的に活用し、ＨＲを中心に発達段階に応じた進路指

導を実施する。

④授業評価アンケートの実施や研究授業を通して授業改善

に取り組み、授業力の向上を図る。

①生徒の学習意欲や生活リズムが維持

できたか。昨年度と比較して家庭の

学習時間が増えたか。

②昨年度と比較して２つの自習室の稼

働率が上がったか

③大学出張講義（１年次）、ブース形

式で行う学校別分科会(２年次)等を

通じて、進路意識が高まったか。ま

た、高大連携事業が生徒の進路実現

に繋がっているか。

④生徒の学校満足度調査の結果から、

教員の授業力が向上したか。

①昨年度の下半期反省結果と比較すると、

学校全体の平日の学習時間は１５分程度増

加している。

②特別自習室は常時 20 名以上が利用し、試

験週間では、満席状態である。

③各学年で３～４回の進路行事を行い、段

階に応じた進路指導ができた。昭和女子大

学との高大連携型特別入試に続き、来年度

から杏林大学との高大連携事業を開始す

る。

④本校の教育を総合的に評価しての満足度

は学校全体で約 76％であり、昨年度とほほ

同様の結果が得られた。

Ｂ 

〇家庭学習時間の確保と定

着が課題である。さらに授

業改善により、学習意欲を

向上させる工夫が課題であ

る。 

〇特別自習室は、夜間に使

用する生徒の安全対策と教

員の適正な勤務管理の確立

が課題である。 

〇大学での講義受講や入試

での連携の他の高大連携事

業も検討していく。 

〇県立高校が閉校になるニュースがあっ

たが、山村学園は入学者が多く素晴らし

い教育をしているのだと思う。 

〇高大連携は、高校と大学のＷＩＮ・ 

ＷＩＮの関係が築けて良い。 

〇生徒の学習環境の構築と進路指導体制

が整備されており、データに基づいた指

導が実践されている。特に進路実現に向

けたサポートが充実しており、生徒一人

一人の進捗状況に応じた支援行われてい

る。今後は、キャリア教育へ保護者を適

切に巻き込んでいくことが期待される。 

３ 

 月吉グラウンドの人工芝生化が終了

した。雨天後の授業・練習環境の向上

が期待できる。 

 生徒は規律ある学校生活を送ってい

る。今後も生徒がさらに主体的に判断

し、他者と協力・協働できる意識を醸

成していくことが課題である。 

①人工芝化後の教育活動の

活性化。

②基本的な生活習慣の確立

③部活動・生徒会活動・学

校行事の充実

④成人教育の実施

①人工芝化後のグラウンドを教育活動に積極的に活用す

る。

②風紀員会が実施している「校則見直しのためのアンケー

ト」を継続して実施し、生徒指導部を中心に見直しが可

能か検討する。

③コロナ禍後の部活動・生徒会活動・学校行事等につい

て、生徒の主体性を育む観点から、教育活動全般につい

て見直し、さらに活性化させる。

④成人教育外部指導者及び本校の家庭科・公民科等の教員

で実施し、生徒の意識を喚起する。

①人工芝化後の授業・練習等の教育活

動の使用時間が増加したか。

②校則の見直しをすることで、生徒が

より主体的に校則をとらえる事がで

きるようになったか。

③生徒会主催の学校行事で、主体的な

活動が見られたか。部活動の実績が

昨年度同様かそれを上回ったか。

④講演会や教科指導等で、生徒の意識

が変わったか。

①天候の影響が減少し活動時間が増加し

た。体育の授業中の負傷も減少した。

②経過措置で靴下、コート等の指定の見直

しを行ったが、おおむね好評であった。

また、風紀員会が生徒諸規定の見直しに

向けたアンケートを実施した。

③文化祭は、生徒が主体的に活動できた。

剣道部が男女とも全国大会に出場するな

ど部活動での活躍が見られた。

④主権者教育、年金に関する講座等の講演

会を行った。また授業では消費者教育を

行った。

Ａ 

〇月吉グラウンドの日陰の

確保を検討する必要があ

る。 

〇風紀委員会の活動を通じ

て、生徒が校則に対する理

解を深め、自分たちのもの

として守っていく態度を培

うことが課題である。 

〇継続的に学校行事を見直

し、新しい取組を実施して

いく。 

〇月吉グラウンドの日陰の確保について

は、後援会としても協力を考えたい。 

〇校則の見直しに風紀委員かかかわって

いることはよいことである。引き続き校

則の見直しを行って欲しい。 

〇生徒会活動や学校行事の活性化に取組

んでいて、生徒の主体性が育まれてい

る。今後は、地域課題解決型のプロジェ

クト学習の導入など、社会とのつながり

をより意識付ける取組の充実が期待され

る。

４ 

 地域や保護者との連携を密にし、学

校行事や部活動の様子をタイムリーに

発信し、開かれた学校を目指す。 

 昨年同様に中学校・塾や地域との連

携を強め、教育実践や教育活動につい

ての広報活動を推進し、生徒募集に繋

げていくことが課題である。 

 教材研究や事務作業などで教員の勤

務時間が長くなっている。働き方改革

を推進する必要がある。 

①信頼にこたえる開かれた

学校づくり

②情報発信と生徒募集の強

化

③教員の働き方改革の推進

①今年度は定期的に委員会を開催し、各委員からの意見を

参考にして、開かれた学校づくりを推進していく。

②ＨＰを通して学校の最新情報を発信し続ける。また、教

職員が一丸となり、新体制の特色を強く打ち出しての塾

訪問・中学校訪問・個別相談会を実施していく。

③生徒の出欠席管理並びに教員の出勤簿及び休暇届の電子

化、脱判子化を図り、勤務時間の削減につなげる。ま

た、校長の命による業務、会議や外部対応などで超過勤

務が生じた場合の回復策を検討する。

①委員と教職員が意見交換を行い、そ

の成果を学校運営や改善に役立たせ

ることができたか。

②学校説明会や個別相談会をつうじ

て、募集人員に関する分析を行い、目

標とする定員確保ができたか。

③教員の超過勤務時間の削減ができた

か。業務の電子化・脱判子化が進行し

たか。

①両委員会とも年２回実施し、有意義な意

見交換を行った。

②学校説明会を７回、個別相談を５回、イ

ブニング相談会を３回実施した。学校説明

会ではボランティア生徒のコース紹介を取

り入れた。また、今年度からインスタグラ

ムによる情報発信を開始した。その結果、

適正な入学者数を確保できる見込みであ

る。

③教員の出勤簿等を電子化した。教員の超

過時間の回復についてのルールを策定し

た。

Ａ 

〇両評価委員会を定期的に

開催し、より開かれた学校

づくりを推進していく。 

〇引き続き、生徒を前面に

押し出した説明会を実施

し、募集に役立たせる。 

〇教職員の働き方改革を継

続して改善を検討する。 

生徒の遅刻確認の一部を電

子化する。 

〇学校説明会のボランティア生徒の活用

はとても良いと思う。続けた方が良い。

他の高校や大学見学でも生徒、学生が行

っているが、とても良い印象がある。 

〇インスタグラムの配信については、楽

しそうに学校生活を送っている姿が見ら

れ、学校行事の内容がわかって良い。 

〇中学校や地域自治体の高校説明会にも

っと参加してもらいたい。 

〇外部の方々を招いた講演会や地域行事

への参加など、開かれた学校づくりが推

進されている。 




